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ＭＤＯ－２５２ＡＴ                                                      3-6．出力データの転送モード設定

3-6．出力データの転送モード設定

   ｏｕｔｐ（BASE＋８，ｔｒｓｍ） ； /* ｔｒｓｍ：出力データ転送方法指定 */

   パソコン側から書き込む１６ＢＩＴ出力データの対象と転送方法を指定します。

                   表３－６Ａ．【BASE＋８】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ     各ビットの機能・意味    ＝１のとき    ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

Ｂ２

          未使用

  ０

  ０

  ０

  ０

  ０

  ０

Ｂ１ データ出力対象（出力モード）  ＦＩＦＯメモリ    出力端直接   ０

Ｂ０ データ転送方法（to FIFO）      ＤＭＡ      Ｉ／Ｏ   ０

《補助説明》

  Ｂ１：   パソコン側から書き込む１６ＢＩＴ出力データの出力対象を指定します。

           ＝０のときは【直接出力モード】：出力端直接（ラッチ）出力を指定。

           ＝１のときは【ＦＩＦＯバッファ出力モード】：ＦＩＦＯメモリ入口を指定。

Ｂ０：   パソコン側からＦＩＦＯメモリに書き込む１６ＢＩＴ出力データの転送方法を

       指定します。

           ＝０のときは【通常のＯＵＴ命令、またはブロック出力命令】を指定。

           ＝１のときは【ワード単位のＤＭＡ（Not-Full 状態で起動される）】を指定。

                 表３－６Ｂ．データ出力対象・転送モード指定の組み合わせ

Ｂ１ Ｂ０          １６ＢＩＴ出力データの書き込み対象・方法

 １  １ ＦＩＦＯメモリにＤＭＡにて。

 １  ０ ＦＩＦＯメモリにＯＵＴ命令、またはブロック出力命令にて。

 ０  １ 《設定不可》

 ０  ０ 直接、出力端にＯＵＴ命令にて
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3-7．割り込みレベル＆ＤＭＡチャンネル設定                                            ＭＤＯ－２５２ＡＴ

3-7．割り込みレベル＆ＤＭＡチャンネル設定

   ｏｕｔｐ（BASE＋５，ｉｄｃ） ； /* ｉｄｃ：割り込み＆ＤＭＡチャンネル指定 */

   使用する割り込みレベル、およびＤＭＡチャンネル番号を各４ＢＩＴ値で指定します。

   実際に割り込み、またはＤＭＡを使用するか否かは別に指定ポートがあります。

◆ ＤＭＡ  ： ３－６項

◆ 割り込み： ３－８項

                    表３－７Ａ．【BASE＋５】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ       各ビットの機能・意味             指定方法 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

（MSB）

　　ＤＭＡチャンネル指定データ

　　ＤＭＡチャンネル番号

　　　　【表３－７Ｃ参照】

０

０

０

０

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

（MSB）

　　割り込みレベル指定データ

　　割り込みレベル番号

　　　　【表３－７Ｂ参照】

０

０

０

０

 【例】　書き込むデータｉｄｃ＝０ｘ７Ｂなら、　ＤＭＡチャンネル＝７

　　 　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　割り込みレベル　＝Ｂ（11）

 【注】　ここで設定可能なＤＭＡチャンネル、および割り込みレベルの範囲を表３－７Ｂ，

　　 　表３－７Ｃに記す。　いずれも本ボードが組み込まれるシステム中に存在する他の

　　　 周辺機器・ボード・プログラムが使用する値と重複しないように注意する。
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ＭＤＯ－２５２ＡＴ                                            3-7．割り込みレベル＆ＤＭＡチャンネル設定

 □■ 本ボードの使用できる割り込みレベル ■□

　　  ＩＳＡバスの割り込みレベル／割り込み要因／本ボードで使用の可否を表３－７Ｂに

　　記します。

　　　　　　　　　　◎：　空いている場合が多いので推奨します。

　　　　　　　　　　○：　他のボード等で使用されることが多く、特に注意が必要です。

　　　　　　　　　　×：　設定不可能です。（設定しても無効となる。）

　　　　　　　　　表３－７Ｂ．ＩＳＡバスの割り込みレベル、使用状況

 割り込みレベル 　　　　　　　　　　　割り込み要因 　　　  本ボードで使用の可否

ＩＲＱ　０ 　タイマ 　×　不可

ＩＲＱ　１ 　キーボード 　×　不可

ＩＲＱ　２ （コントローラ２からカスケード） 　×　不可

ＩＲＱ　３ 　シリアルポート２ 　○　注意（競合多い）

ＩＲＱ　４ 　シリアルポート１（本体標準ＲＳ－２３２Ｃ） 　×　不可

ＩＲＱ　５ 　パラレルポート２ 　　　　　　　　　　　◎　推奨

ＩＲＱ　６ 　フロッピーディスク・コントローラ（本体標準） 　×　不可

ＩＲＱ　７ 　パラレルポート１（本体標準プリンタ） 　○　注意（競合多い）

　×　不可

ＩＲＱ　９ 　ソフトウエア割り込み 　○　注意（競合多い）

ＩＲＱ１０（Ａ） 　予約 　　　　　　　　　　　◎　推奨

ＩＲＱ１１（Ｂ） 　予約 　　　　　　　　　　　◎　推奨

ＩＲＱ１２（Ｃ） 　予約 　○　注意（競合多い）

ＩＲＱ１３（Ｄ） 　数値演算コプロセッサ 　×　不可

ＩＲＱ１４（Ｅ） 　ハードディスク・コントローラ（本体標準） 　×　不可

ＩＲＱ１５（Ｆ） 　予約 　　　　　　　　　　　◎　推奨

　□■ 本ボードの使用できるＤＭＡチャンネル ■□

　　 ＩＳＡバスのＤＭＡチャンネル／使用デバイス／本ボードで使用の可否を表３－７Ｃに

　 記します。　本ボードのＤＭＡ動作は１回（１ワード）のＤＭＡ転送実行のたびにＤＭＡ

　 要求信号を元に戻すシングルモードです。

　　　　　　　　　　　　　　　　　○：　設定可能です。（他ボードとの競合に注意。）

　　　　　　　　　　　　　　　　　×：　設定不可能です。（設定しても無効となる。）

　　　　　　　　表３－７Ｃ．ＩＳＡバスのＤＭＡチャンネル、使用状況

ＤＭＡチャンネル 　　　　　使用デバイス  本ボードで使用の可否 　　 転送データ幅

　　　　０ 　予約 　　　×　不可  バイト（８ＢＩＴ）

　　　　１ 　ＳＤＬＣ 　　　×　不可  　〃　（　 〃　 ）

　　　　２ 　フロッピーディスク・インタフェース 　　　×　不可  　〃　（　 〃　 ）

　　　　３ 　予約 　　　×　不可  　〃　（　 〃　 ）

　　　　４ （コントローラ１にカスケード） 　　　×　不可

　　　　５ 　予約 　　　○　使用可  ワード（１６ＢＩＴ）

　　　　６ 　予約 　　　○　使用可  　〃　（　　〃　　）

　　　　７ 　予約 　　　○　使用可  　〃　（　　〃　　）
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3-8．割り込み要求の発生要因制御                                                      ＭＤＯ－２５２ＡＴ

3-8. 割り込み要求の発生要因制御

　ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋３，ｉｒｍ）；　/* ｉｒｍ：割り込み要求の発生要因制御 */

本ボードからパソコン本体内ＩＳＡバス上）の割り込みコントローラに発信する割り込み

要求の発生要因を制御します。　複数の要因を許可するとＯＲ動作となります。

　　　　　　　　　表３－８．【ＢＡＳＥ＋３】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　各ビットの機能・意味  ＝１のとき  ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７ 　外部割り込み信号の有効極性指定 　↑（＋） 　 ↓（－） 　０

Ｂ６ （FIFO）Not HALF-FULL　       による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

Ｂ５ （FIFO）Not FULL　　　　      による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

Ｂ４ 　各データ・ブロック出力開始  による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

Ｂ３ 　指定データ数出力終了        による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

Ｂ２ 　トリガ発生　　　　　　      による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

Ｂ１ 　外部割り込み信号　　　      による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

Ｂ０ 　クロック　　　　　　　      による割り込み 　　 許可 　　 禁止 　０

《 補助説明 》

　Ｂ６：　　ＦＩＦＯメモリ内の待機データが半分以下（標準１Ｋ語のとき５１２以下）に

　　　　　なったタイミングによる割り込み制御。

　Ｂ５：　　ＦＩＦＯメモリ内が満杯でなくなったタイミングによる割り込み制御。

  Ｂ４：    許可すると、出力データ点数カウンタ＃０が１廻りするたびに割り込みが発生

          する。（当カウンタは１ブロック・データ点数を指定する。／３－１２項参照）

　Ｂ０：　　クロック同期更新モード時のデータ更新（出力）タイミングであるクロックの

　　　　　有効エッジによる割り込み制御。

《 追伸 》

　割り込みを使用するには、◆割り込み処理サブルーチン（機械語）を用意する。

　　　　　　　　　　　　　◆本ボードの割り込みレベルを設定する。（３－７項）

　　　　　　　　　　　　　◆パソコン本体内の割り込みコントローラをソフト設定する。

　　　　　　　　　　　　　◆本ボードの割り込み発生要因を許可する。（本項）

以上により割り込みが受け付けられると指定ベクタ（割り込み処理サブルーチン）にジャ

ンプします。　なお、パソコン上の割り込みコントローラの操作方法については市販の各種

参考書等を参考にしてください。  また実用的には本ボード付属のＣサンプルの該当部分を

そのまま利用することもできます。
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ＭＤＯ－２５２ＡＴ                                                                   3-9．クロック源選択

3-9．クロック源選択

　  ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋４，ｃｋｓ）；　/* ｃｋｓ：クロック源選択 */

  ここで選択されたクロック源信号は次項で説明するプログラマブルカウンタにより分周

されて目的のサンプリング（同期出力タイミング）クロックとなります。

　　　　　　　　表３－９Ａ．【ＢＡＳＥ＋４】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　各ビットの機能・意味  ＝１のとき  ＝０のとき ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７  外部クロック源（使用時）の有効極性指定 　 ↑（＋） 　 ↓（－） 　０

Ｂ６

Ｂ５

 内部クロック源（使用時）の選択データ

　　　　　　　

　  【表３－９Ｂ】参照。 　０

　０

Ｂ４  クロック源選択（外部／内部） 　　 外部 　　 内部 　０

Ｂ３

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

 未使用

　　　　表３－９Ｂ．選択される内部クロック源

　ビット 　　　　選択される内部クロック源

Ｂ６ Ｂ５ 　　クロック源周波数 　　　主な用途

 １  １ 　　無効

 １  ０ 　　オプション

 ０  １ 　　無効

 ０  ０ 　　１０.０００ＭＨｚ

　 オプションのクロック源素子（１０ＭＨｚ以下）は本ボード上の

 ソケットに装着することにより使用可能となります。

　　   素子名： ◆ＪＸＯ－５Ｓ－□□ＭＨｚ（金石），または

　　　　　　　  ◆ＤＯＣ－４９Ｓ１－□□ＭＨｚ（大真空）
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3-10．読み書き対象カウンタの選択                                                     ＭＤＯ－２５２ＡＴ

3-10．読み書き対象カウンタの選択

　  ｏｕｔｐ（ＢＡＳＥ＋７，ｃｔｒ）；　/* ｃｔｒ：操作対象カウンタ */

　 この後に読み書きするカウンタ（またはカウンタの制御レジスタ）を選択します。

 カウンタ素子（μＰＤ７１０５４＝ｉ８２５３Ａ上位互換）は２個あり、各々１６ビット

 ×３本構成ですが、各素子共、このうち１６ビット×２本を利用（残りの１本は不使用）し

 ています。

　 素子１はクロック源分周用に、素子２はＦＩＦＯバッファ出力時のＤＡデータ点数計数に

 使用します。

　　　　　　　　　　表３－１０Ａ．【ＢＡＳＥ＋７】出力ポートの構成

ﾋﾞｯﾄ 　　　　　　　　　　　　各ビットの機能・意味 ﾘｾｯﾄ時

Ｂ７

Ｂ６

Ｂ５

Ｂ４

Ｂ３

　　未使用

Ｂ２

Ｂ１

Ｂ０

　　カウンタ（または制御レジスタ）選択データ【表３－１０Ｂ参照】

　０

　０

　０

　　　表３－１０Ｂ．カウンタ（または制御レジスタ）選択データ

Ｂ２ Ｂ１ Ｂ０ 　　　選択されるカウンタ、または制御レジスタ

 １  １  １ ［素子２］ 制御レジスタ：１バイト

 １  １  ０ ［　〃　］ カウンタ＃２：不使用

 １  ０  １ ［　〃　］ カウンタ＃１：データ点数カウント・上位ワード（２バイト）

 １  ０  ０ ［　〃　］ カウンタ＃０：データ点数カウント・下位ワード（２バイト）

 ０  １  １ ［素子１］ 制御レジスタ：１バイト

 ０  １  ０ ［　〃　］ カウンタ＃２：不使用

 ０  ０  １ ［　〃　］ カウンタ＃１：クロック源分周・上位ワード（２バイト）

 ０  ０  ０ ［　〃　］ カウンタ＃０：クロック源分周・下位ワード（２バイト）

     【注】　各カウンタ、制御レジスタの機能については次３－１１項、３－１２項も

           併せて参照。


